
　
　
　
　
昨
年
12
月
の
石
破
総
理

に
よ
る
県
内
視
察
の
中
で
、「
福
島

県
に
つ
い
て
、
十
分
な
財
源
を
確

保
し
た
上
で
、
次
の
５
年
間
の
事

業
規
模
は
、
今
ま
で
の
５
年
間
を

十
分
に
超
え
る
も
の
に
し
た
い
」
と

の
力
強
い
発
言
が
あ
り
、
そ
の
後

の
政
府
決
定
で
も
、
第
２
期
復
興
・

創
生
期
間
後
の
５
年
間
に
向
け
た

取
組
や
課
題
と
と
も
に
、
本
県
の

復
興
事
業
に
必
要
な
財
源
を
確
保

す
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

　
一
方
、
行
政
事
業
レ
ビ
ュ
ー
に

お
い
て
は
県
民
の
意
に
反
す
る
議

論
が
な
さ
れ
、
復
興
事
業
の
予
算

削
減
の
報
道
も
出
る
な
ど
、
国
と

の
調
整
は
予
断
を
許
さ
な
い
状
況

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
第
２
期
復
興
・

創
生
期
間
後
の
福
島
の
復
興
を
着

実
な
も
の
と
す
る
た
め
、
国
に
対

し
、
引
き
続
き
十
分
な
財
源
を
確

保
す
る
よ
う
強
く
求
め
る
べ
き
で

あ
る
。

　
そ
こ
で
、
第
２
期
復
興
・
創
生

期
間
後
の
復
興
に
必
要
な
財
源
の

確
保
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
、
知
事
の
考
え
を
尋
ね

る
。

　
　
　
　
第
２
期
復
興
・
創
生
期

間
後
の
５
年
間
は
、
避
難
者
の
帰

還
等
の
取
組
を
一
層
進
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
極
め
て
重
要
な
期
間

と
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
国

に
対
し
、
切
れ
目
な
く
安
心
感
を

持
っ
て
復
興
を
進
め
る
た
め
の
十

分
な
財
源
と
枠
組
み
、
復
興
を
支

え
る
制
度
の
必
要
性
を
訴
え
て
き

た
。

　
そ
の
結
果
、
昨
年
末
の
政
府
決

定
文
書
に
お
い
て
、
福
島
の
復
興

及
び
再
生
は
、
国
の
社
会
的
責
任

を
踏
ま
え
て
行
わ
れ
る
べ
き
も
の

で
あ
り
、
掲
げ
ら
れ
た
課
題
を
次

の
５
年
間
で
何
と
し
て
も
解
決
し

て
い
く
こ
と
、
福
島
県
の
次
の
５

年
間
の
事
業
規
模
は
こ
の
５
年
間

を
十
分
に
超
え
る
と
見
込
ん
だ
上

で
必
要
な
財
源
を
確
保
す
る
こ
と

な
ど
が
明
記
さ
れ
た
。

　
他
方
で
、
具
体
的
な
事
業
規
模

や
財
源
、
各
復
興
施
策
の
今
後
の

方
向
性
に
つ
い
て
は
、
今
年
の
夏

に
見
直
し
が
予
定
さ
れ
て
い
る
基

本
方
針
に
お
い
て
定
め
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
引
き
続
き
緊
張
感
を
も
っ

て
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
そ
の
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を

捉
え
、
国
に
対
し
、
原
子
力
災
害

を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
被
災

地
に
丁
寧
に
寄
り
添
い
、
市
町
村

や
県
民
の
皆
さ
ん
の
思
い
、
実
情

を
尊
重
し
な
が
ら
、
十
分
な
財
源

を
確
保
し
、
福
島
の
復
興
・
再
生

に
最
後
ま
で
前
面
に
立
っ
て
責
任

を
果
た
す
よ
う
強
く
求
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

●
災
害
に
強
い
県
づ
く
り

●
人
口
減
少
対
策

●
医
療
体
制
の
充
実

　
　
　
　
環
境
省
は
、
中
間
貯
蔵

施
設
に
お
け
る
除
去
土
壌
等
の
県

外
最
終
処
分
に
向
け
令
和
７
年
度

以
降
の
工
程
案
を
示
し
た
が
、
法

律
で
定
め
ら
れ
た
２
０
４
５
年
３

月
ま
で
の
県
外
最
終
処
分
に
向
け

た
道
筋
は
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。

　
県
外
最
終
処
分
に
は
、
全
国
民

的
な
理
解
醸
成
が
大
切
で
あ
る
が
、

残
念
な
が
ら
、
国
に
よ
る
情
報
発

信
や
国
民
の
理
解
醸
成
は
い
ま
だ

浅
く
、
最
終
処
分
の
事
実
を
認
識

し
て
い
る
県
外
在
住
者
は
20
％
強

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
は
、
除
去
土
壌
を
「
汚
染

土
」
と
呼
び
再
生
利
用
に
反
対
す
る

動
き
や
、「
福
島
県
内
に
と
ど
め
て

お
け
ば
い
い
」
と
い
う
声
も
聞
く
。

「
除
去
土
壌
は
汚
染
土
で
は
な
い
」

と
即
座
に
反
論
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
福
島
県
の
復
興
を
進
め

る
た
め
に
は
県
外
最
終
処
分
が
重

要
な
過
程
で
あ
る
が
、
国
民
的
理

解
を
得
る
に
は
ま
だ
ま
だ
情
報
発

信
が
足
り
な
い
。

　
そ
こ
で
、
除
去
土
壌
等
の
県
外

最
終
処
分
の
実
現
に
は
国
民
の
理

解
が
不
可
欠
で
あ
る
と
思
う
が
、

知
事
の
考
え
を
尋
ね
る
。
　
　
　

　
　
　
　
除
去
土
壌
等
の
県
外
最

終
処
分
は
国
の
責
務
と
し
て
２
０

４
５
年
３
月
ま
で
に
完
了
す
る
こ

と
と
法
律
に
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、

残
さ
れ
た
期
間
は
あ
と
20
年
し
か

な
い
。

　
こ
れ
ま
で
も
直
接
国
に
対
し
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
て
県
外
最

終
処
分
に
向
け
た
取
組
を
加
速
さ

せ
る
よ
う
求
め
て
き
た
が
、
国
に

お
い
て
は
、
有
識
者
等
に
よ
る
議

論
を
重
ね
、
今
年
度
内
に
県
外
最

終
処
分
の
複
数
選
択
肢
や
今
後
の

進
め
方
な
ど
を
取
り
ま
と
め
る
と

し
て
お
り
、
取
組
が
一
歩
前
進
す

る
も
の
と
受
け
止
め
て
い
る
。

　
一
方
で
、
国
の
調
査
に
よ
れ
ば
、

県
外
最
終
処
分
に
関
す
る
認
知
度

は
、
県
内
で
約
５
割
、
県
外
で
約

２
割
と
、
10
年
が
経
過
し
た
現
在

で
も
国
民
の
理
解
は
十
分
と
は
言

え
な
い
。
除
去
土
壌
等
の
県
外
最

終
処
分
は
国
の
社
会
的
責
務
で
あ

り
、
日
本
全
体
の
問
題
で
あ
る
。

　
県
外
最
終
処
分
の
実
現
に
向
け
、

国
民
の
理
解
を
深
め
な
が
ら
、
政

府
一
丸
と
な
っ
て
更
な
る
取
組
を

加
速
さ
せ
る
よ
う
、
国
に
対
し
求

め
て
い
く
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

●
県
内
経
済
に
つ
い
て

●
福
島
空
港
に
つ
い
て

●
需
要
に
応
じ
た
米
の
生
産

　
　
　
　
昨
年
10
月
に
Ｊ
Ｒ
東
日

本
か
ら
公
表
さ
れ
た
令
和
５
年
度

の
利
用
が
少
な
い
線
区
に
は
、
私

の
地
元
を
走
る
常
磐
線
を
含
む
路

線
12
区
間
が
含
ま
れ
て
お
り
、
少

子
高
齢
化
や
人
口
減
少
に
よ
り
、

ロ
ー
カ
ル
鉄
道
の
状
況
は
よ
り
一

層
厳
し
く
な
っ
て
い
く
も
の
と
見

込
ま
れ
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
、
地
域
の
公
共

イ
ン
フ
ラ
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る

公
益
企
業
で
あ
る
。
赤
字
と
な
り
、

経
費
等
の
観
点
か
ら
地
方
路
線
の

改
廃
や
ダ
イ
ヤ
が
減
ら
さ
れ
れ
ば
、

地
方
経
済
の
衰
退
を
よ
り
加
速
さ

せ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
た
め
、

こ
れ
ら
の
課
題
を
、Ｊ
Ｒ
と
共
に
地

域
が
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
そ
こ
で
、
在
来
線
の
利
活
用
促

進
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
、
知
事
の
考
え
を
尋
ね
る
。

　
　
　
　
鉄
道
は
、
県
民
の
皆
さ

ん
の
暮
ら
し
や
経
済
活
動
を
支
え

る
大
切
な
社
会
基
盤
で
あ
る
一
方

で
、
近
年
の
利
用
者
の
減
少
に
よ

り
、
県
内
で
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
５

路
線
が
赤
字
路
線
と
さ
れ
、
厳
し

い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。

　
私
は
、
昨
年
来
、
沿
線
の
首
長

や
地
域
の
方
々
と
実
際
に
乗
車
し

て
車
内
で
直
接
意
見
交
換
し
、
改

め
て
鉄
道
に
対
す
る
地
域
の
熱
意

を
肌
で
感
じ
、
県
民
一
人
一
人
の

マ
イ
レ
ー
ル
意
識
と
、
鉄
道
に
乗
っ

て
、
関
わ
っ
て
、
発
信
し
て
い
く

こ
と
の
重
要
性
を
再
認
識
し
た
。

　
今
年
度
は
乗
車
機
会
の
創
出
や

地
域
と
の
連
携
強
化
に
取
り
組
ん

で
き
た
が
、
新
年
度
は
、
プ
レ
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
合
わ
せ
、
沿
線
の
景
観
や
特

産
品
を
楽
し
め
る
多
彩
な
臨
時
列

車
の
運
行
を
始
め
、
鉄
道
博
を
磐

越
東
線
の
沿
線
地
域
で
開
催
す
る

ほ
か
、
新
た
に
収
支
公
表
の
対
象

と
な
っ
た
常
磐
線
の
活
性
化
対
策

協
議
会
に
県
も
構
成
員
と
し
て
参

画
し
、
浜
通
り
の
復
興
状
況
の
発

信
や
交
流
人
口
の
拡
大
に
も
力
を

入
れ
て
い
く
。

　
今
後
も
、
沿
線
自
治
体
や
地
域

と
一
層
連
携
し
、
マ
イ
レ
ー
ル
意

識
の
醸
成
や
駅
を
中
心
と
し
た
に

ぎ
わ
い
づ
く
り
な
ど
、
在
来
線
の

更
な
る
利
活
用
促
進
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

●
復
興
・
再
生

●
人
口
減
少
対
策

●
教
育
に
つ
い
て

　
　
　
　
県
は
、
昨
年
12
月
に
更

新
し
た
福
島
県
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に

お
い
て
、
２
０
４
０
年
に
総
人
口

１
５
０
万
人
程
度
を
目
指
す
と
い

う
目
標
を
、
堅
持
す
る
こ
と
と
し

た
。

　
こ
の
目
標
達
成
条
件
の
一
つ
と

し
て
「
２
０
３
０
年
に
社
会
動
態
±

０
」
の
実
現
を
掲
げ
て
い
る
が
、
総

務
省
の
最
新
の
人
口
移
動
報
告
に

よ
れ
ば
、
本
県
の
社
会
動
態
は
６
，

６
８
３
人
の
転
出
超
過
で
、
全
国

ワ
ー
ス
ト
５
位
と
い
う
厳
し
い
状

況
に
あ
り
、
相
当
の
覚
悟
を
も
っ

て
臨
ま
な
け
れ
ば
達
成
は
難
し
い

と
考
え
る
。

　
来
年
度
か
ら
２
０
３
０
年
度
ま

で
を
計
画
期
間
と
す
る
次
期
ふ
く

し
ま
創
生
総
合
戦
略
の
下
、
人
口

減
少
対
策
に
取
り
組
む
方
針
が
示

さ
れ
た
が
、
人
口
減
少
対
策
は
、

地
域
の
活
力
を
維
持
し
、
持
続
可

能
な
社
会
を
築
く
た
め
の
根
幹
で

あ
り
、
ま
さ
に
県
づ
く
り
そ
の
も

の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
戦
略
の
基

礎
と
な
る
基
本
理
念
や
考
え
方
が

特
に
重
要
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
知
事
は
、
次
期
総
合

戦
略
の
下
、
ど
の
よ
う
な
思
い
で

福
島
な
ら
で
は
の
県
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
の
か
尋
ね
る
。

　
　
　
　
戦
略
の
策
定
に
当
た
っ

て
は
、
次
の
３
つ
を
重
視
し
て
基

本
理
念
の
柱
と
し
た
。

　
一
つ
目
は
「
ふ
く
し
ま
プ
ラ
イ

ド
。」。
県
民
の
皆
さ
ん
が
大
切
に

育
て
て
き
た
歴
史
や
文
化
、
自
然
、

そ
し
て
福
島
に
生
ま
れ
・
育
ち
・

暮
ら
す
こ
と
へ
の
誇
り
、
こ
う
し

た
「
ふ
く
し
ま
プ
ラ
イ
ド
。」
を
一

層
輝
か
せ
、
一
人
一
人
の
希
望
を

大
切
に
し
、
挑
戦
を
支
え
る
思
い

や
り
あ
ふ
れ
る
社
会
を
創
っ
て
い

く
。

　
二
つ
目
は
「
ふ
く
し
ま
の
可
能

性
、
魅
力
、
強
み
」。
震
災
以
降
、

皆
さ
ん
と
の
間
に
生
ま
れ
た
絆
や

繋
が
り
を
よ
り
深
め
な
が
ら
、
福

島
の
可
能
性
、
魅
力
、
強
み
を
磨

き
上
げ
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
、
し
な
や
か
で
持
続
可
能
な

社
会
を
目
指
し
て
い
く
。

　
三
つ
目
は
「
あ
こ
が
れ
の
連
鎖
」。

福
島
の
地
で
挑
戦
す
る
人
の
姿
を

見
て
自
分
も
挑
戦
し
よ
う
と
す
る
、

そ
う
し
た
人
の
魅
力
が
人
を
呼
び

込
む
「
あ
こ
が
れ
の
連
鎖
」
を
更
に

広
げ
、
新
た
な
価
値
や
魅
力
の
創

造
に
挑
戦
で
き
る
社
会
を
実
現
し

て
い
く
。

　
こ
れ
ら
を
県
民
の
皆
さ
ん
と
広

く
共
有
し
、
思
い
を
一
つ
に
し
な

が
ら
、
あ
ら
ゆ
る
主
体
の
方
々
と

連
携
・
共
創
を
深
め
、
福
島
な
ら

で
は
の
地
方
創
生
に
総
力
を
挙
げ

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

●
原
子
力
災
害
か
ら
の
復
興

●
安
全
・
安
心
な
生
活
環
境
の
確
保

●
教
育
行
政
に
つ
い
て

　
３
月
17
日
と
18
日
の
両
日
に
わ
た
り
、

本
会
議
や
常
任
委
員
会
で
議
論
が
尽
く

せ
な
か
っ
た

問
題
に
つ
い

て
一
問
一
答

に
よ
り
審
議

す
る
総
括
審

査
会
（
高
宮

光
敏
委
員

長
）
を
開
催

し
た
。
各
会

派
か
ら
11
名

の
委
員
が
、

各
施
策
に
つ
い
て
執
行
部
の
取
組
を
た

だ
し
た
。

　
県
議
会
海
外
行
政
調
査
団
は
２
班
に

分
か
れ
、
会
期
外
の
令
和
６
年
11
月
11

日
か
ら
16
日
に
か
け
て
、
ド
イ
ツ
と
デ

ン
マ
ー
ク
に
お
い
て
、
新
た
な
産
業
創

出
及
び
教
育
を
通
じ
た
子
育
て
支
援
と

教
育
制
度
関
係
の
調
査
及
び
令
和
６
年

11
月
14
日
か
ら
22
日
に
か
け
て
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
い

て
、
産
業
振
興
対
策
及
び
脱
炭
素
化
関

連
分
野
関
係
を
調
査
し
、
２
月
21
日
、

議
長
に
調
査
結
果
を
報
告
し
、
そ
の
後
、

総
務
部
長
に
対
し
て
調
査
結
果
を
踏
ま

え
、
本
県
の
復
旧
・
復
興
並
び
に
発
展

に
向
け
て
広
く
役
立
て
て
も
ら
う
よ
う

申
入
れ
を
行
っ
た
。

　
２
月
定
例
会
で
は
、
震
災
と
原
発
事
故
か
ら
の
復
興
は
も
と
よ
り
、
令
和
７
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
次
期

総
合
戦
略
の
下
、
あ
ら
ゆ
る
主
体
と
連
携
・
共
創
し
、
若
者
や
女
性
を
始
め
、
誰
も
が
活
躍
で
き
る
「
福
島
な

ら
で
は
」の
県
づ
く
り
に
向
け
、「
復
興
・
再
生
」と「
地
方
創
生
」を
両
輪
で
推
進
し
、
長
期
化
す
る
物
価
高
騰
へ

の
対
応
、
防
災
力
の
強
化
や
地
球
温
暖
化
対
策
、
デ
ジ
タ
ル
変
革
推
進
等
に
取
り
組
む
た
め
、
総
合
計
画
の
８

つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
中
心
と
し
て
、
総
額
１
兆
２
、
８
１
８
億
円
が
計
上
さ
れ
た
令
和
７
年
度
一
般
会

計
予
算
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
知
事
提
出
議
案
と
し
て
、
特
別
会
計
等
予
算
に
関
す
る
議
案
28
件
、
条
例
関
係
49
件
、
そ
の
他

35
件
、
議
員
提
出
議
案
と
し
て
、「
第
２
期
復
興
・
創
生
期
間
以
降
の
確
実
な
復
興
の
実
現
を
求
め
る
意
見
書
」

な
ど
10
件
、
合
わ
せ
て
１
２
３
件
の
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
知
事
提
出
の
人
事
関
係
議
案
26
件
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
２
月
４
日
か
ら
の
大
雪
被
害
へ
の

対
応
と
し
て
、
災
害
救
助
法
に
よ

る
救
助
や
除
雪
事
業
に
対
す
る
経

費
29
億
２
千
万
円
等
を
計
上
し
た

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
９
号
）
や
、
同
じ
く
大
雪
で
被

災
し
た
農
業
者
の
経
営
継
続
に
よ

る
産
地
の
維
持
に
向
け
た
農
業
用

栽
培
施
設
の
復
旧
等
へ
の
支
援
に
要

す
る
経
費
11
億
４
千
万
円
を
計
上

し
た
同
補
正
予
算
（
第
10
号
）
が
提

出
さ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
可
決
し
ま
し
た
。

〈広　告〉

第101号

［企画・編集］

福島県議会
広報委員会

2
月
定
例
会
の
概
要（
2
/
14
〜
3
/
19
開
催
）

大雪被害対応
補正予算などを可決

復
興
財
源
の
確
保
に
つ
い
て

総括審査会の様子

議長報告

総
括
審
査
会

を
開
催

海
外
行
政
調
査
団
が

調
査
結
果
を
議
長
報
告

令和7年度予算 1兆2，818億円を可決
ふくしま復興・創生推進予算
令和７年度一般会計当初予算

令和６年度予算累計額

予算規模　１兆２,８１８億円（対前年度比＋４３７億円）
　　　　　　　うち　復興・創生分２,６５７億円

１兆２,８１０億８,０００万円

令和７年度  ８つの重点プロジェクト

「復興・再生」の加速　 「地方創生」の推進

●令和７年度は第２期復興・創生期間の最終年度であるとともに、次期「ふくしま創生総合戦
略」がスタートする極めて重要な年度となります。震災・原子力災害からの復興・再生と福
島ならではの地方創生を両輪で進め、人口減少対策を加速化できるよう特に重要な行政課
題を８つの「重点プロジェクト」として展開し、切れ目なく重点的に取り組みます。
●これまでの成果や課題、社会情勢の変化等を踏まえ、若者や女性の視点も大切にしながら、
一つ一つの取組をさらに「シンカ（進化・深化・新化）」させ、新規事業の構築及び既存事業
の見直しを図りました。

504事業　３,７８６億円

避難地域等復興加速化 43事業　650億円
●避難地域商工会等機能強化支援事業
●Jヴィレッジ利活用促進事業
●福島国際研究教育機構連携推進事業

一般会計補正予算額（第９号）
▲２８０億６,６００万円

一般会計補正予算額（第10号）
11億4，417万円

【主な内容】
❶大雪被害への対応　　　　　　　 29億2,964万円
　【内訳】
　（1）災害救助法による救助　3億1,328万円
　（2）除雪事業　26億1,636万円

❷国の補正予算への対応 　　　　 159億3,896万円
  【主な内訳】
（1）避難所環境緊急整備事業　1億1,890万円
　（2）医療や介護、障がい福祉分野の生産性向上や職場環境改善など
　　  に向けた取組への支援　28億6,401万円
（3）道路維持補修事業　49億4,864万円　

❸除染に伴う仮置場の現状回復支援事業
▲20億5,045万円

❹公共事業・県単公共事業・維持補修費【再掲】
▲135億6,618万円

【内容】
❶令和6年度大雪農業災害特別対策事業

11億4,417万円

人・きずなづくり　　　41事業　97億円
●チャレンジふくしま世界への情報発信事業
●避難地域への移住促進事業
●次世代へつなぐ震災伝承事業

安全・安心な暮らし 79事業　688億円
●帰還促進強化支援事業
●地域防災力強化支援事業
●鳥獣被害対策強化事業

産業推進・なりわい再生 70事業　751億円
●温暖化・担い手減少対応の農業研究強化事業
●ふくしまプライド。優良和牛育成支援事業
●福島イノベーション・コースト構想推進事業

輝く人づくり 126事業　164億円
●県立学校入学者選抜WEB出願事業 
●ともに輝くふくしまライフスタイル推進事業
●ふくしま学力向上総合支援事業

豊かなまちづくり 63事業　614億円

●県民を詐欺等から守る総合対策事業
●ふくしまアート新発見事業
●カーボンニュートラル推進事業

しごとづくり 49事業　779億円
●ふくしま型農業DX推進事業
●「感動！ふくしま」魅力ある職場づくり促進事業
●女性活躍・働く世代の健康づくり推進事業

魅力発信・交流促進 33事業　43億円
●ひとつ、ひとつ、つなげる、只見線利活用事業
●人口減少対策連携・共創推進事業
●人の魅力が人を呼び込む関係人口連鎖事業

県議会の動き

定例会での主な質問

代
表
質
問

２
月
21
日

キビタンⓒ福島県

◆令和7年6月定例会は、6月17日（火）開会の予定です。
◆議場の改修に伴い、現在の議場は令和7年12月定例会まで休場と
なります。また、令和7年6月定例会及び9月定例会は、県庁西庁舎
3階の「仮議場」で開催します。なお、この間、議場での傍聴はできな
くなりますので後日、詳細について県議会ホームページでお知らせ
します。
◆県議会インターネット中継（生中継・録画中継）は「福島県議会公式
チャンネル（YouTube）」からもご覧いただけます。

◆「福島県議会X」、「福島県議会Facebook」もご覧ください。
◆ご意見・ご感想をお寄せください。
　　TEL：（024）521－7575
　　FAX：（024）521－7965
　　メール：gikaikoho@pref.fukushima.lg.jp
◆詳しい情報は

お
知
ら
せ

可決した国への意見書（令和7年3月19日付、国へ提出）

●第2期復興・創生期間以降の確実な
復興の実現を求める意見書　他8件

意見書全文は
こちらから

▲

ベコ太郎

意見書とは、県の公益に
関することについて、県議
会の意思を政府や国会に
対し提出するものです。

ベコ太郎

意見書とは、県の公益に
関することについて、県議
会の意思を政府や国会に
対し提出するものです。

自
由
民
主
党

矢
吹
貢
一
議
員

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
ふ
く
し
ま

創
生
総
合
戦
略
に
つ
い
て

代
表
質
問

２
月
25
日県

民
連
合

宮
下
雅
志
議
員

　

主
な
質
問
事
項

１
　
学
校
教
育
の
在
り
方

２
　
人
材
の
確
保

３
　
地
域
医
療
に
つ
い
て

自
由
民
主
党

金
澤
拓
哉
議
員

　

主
な
質
問
事
項

１
　
民
間
活
力
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｐ

Ｐ
推
進

２
　
市
町
村
へ
の
除
雪
支
援

３
　
農
業
用
水
の
安
定
供
給

県
民
連
合

猪
俣
明
伸
議
員

　

主
な
質
問
事
項

１
　
難
病
対
策

２
　
不
適
切
な
林
地
開
発
へ
の
規

制

３
　
県
道
上
名
倉
飯
坂
伊
達
線
に

つ
い
て

自
由
民
主
党

誉
田
憲
孝
議
員

　

主
な
質
問
事
項

１
　
市
町
村
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
の
支

援

２
　
水
郡
線
の
利
活
用
促
進

３
　
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
に

向
け
た
若
手
職
員
か
ら
の
意

見
反
映

県
民
連
合

吉
田　

誠
議
員

　

主
な
質
問
事
項

１
　
会
津
地
方
を
中
心
と
す
る
大

雪
対
策

２
　
物
価
高
騰
か
ら
県
民
の
暮
ら

し
と
生
業
を
守
る
対
策

３
　
第
七
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計

画
の
撤
回
等

４
　
農
業
者
支
援 日

本
共
産
党

宮
本
し
づ
え
議
員

除
去
土
壌
等
の

県
外
最
終
処
分
に
つ
い
て

追
加
代
表
質
問

２
月
27
日自

由
民
主
党

渡
辺
康
平
議
員

地
方
創
生
に
つ
い
て

県
民
連
合

橋
本　

徹
議
員

２
月
28
日

　

主
な
質
問
事
項

１
　
ホ
ー
プ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
更
な

る
推
進

２
　
県
内
産
ワ
イ
ン
の
品
質
向
上

の
支
援

３
　
県
産
日
本
酒
の
振
興

自
由
民
主
党

山
口
信
雄
議
員

　

主
な
質
問
事
項

１
　
南
会
津
地
域
に
お
け
る
持
続

可
能
な
医
療
提
供
体
制

２
　
南
会
津
田
島
地
区
の
ま
ち
づ

く
り

３
　
建
設
業
の
振
興 県

民
連
合

渡
部
英
明
議
員

　

主
な
質
問
事
項

１
　
農
林
水
産
業
の
振
興

２
　
ア
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い

て

３
　
教
員
の
資
質
向
上

自
由
民
主
党

石
井
信
夫
議
員

　

主
な
質
問
事
項

１
　
県
民
の
健
康
長
寿
の
実
現

２
　
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の

推
進

３
　
観
光
施
策
に
よ
る
経
済
波
及

効
果

４
　
子
ど
も
の
学
力
と
教
員
の
資

質
向
上

日
本
維
新
・
無
所
属
の
会

水
野
さ
ち
こ
議
員

　

主
な
質
問
事
項

１
　
社
会
づ
く
り
に
つ
い
て

２
　
暮
ら
し
づ
く
り
に
つ
い
て

３
　
仕
事
づ
く
り
に
つ
い
て

自
由
民
主
党

佐
藤
義
憲
議
員

３
月
３
日

　

主
な
質
問
事
項

１
　
Ｄ
Ｘ
に
よ
る
地
域
の
持
続
化

２
　
地
域
密
着
型
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

に
つ
い
て

３
　
災
害
対
応
力
の
向
上

自
由
民
主
党

木
村
謙
一
郎
議
員

　

主
な
質
問
事
項

１
　
地
域
農
業
の
維
持
・
発
展

２
　
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
つ
い

て

３
　
阿
武
隈
川
上
流
遊
水
地
群
に

つ
い
て

県
民
連
合

山
田
真
太
郎
議
員

　

主
な
質
問
事
項

１
　
医
療
人
材
の
確
保

２
　
妊
産
婦
の
支
援

３
　
健
康
に
配
慮
し
た
職
場
づ
く

り

自
由
民
主
党

佐
藤
郁
雄
議
員

　

主
な
質
問
事
項

１
　
マ
イ
ナ
保
険
証
を
活
用
し
た

救
急
搬
送

２
　
地
域
猫
活
動
の
支
援

３
　
軽
量
飛
行
機
の
活
用

４
　
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
の
活
用

公
明
党

伊
藤
達
也
議
員

　

主
な
質
問
事
項

１
　
廃
炉
作
業
員
の
労
働
衛
生
管

理
・
健
康
管
理

Ｏ
Ｎ
Ｅ
ｆ
ｏ
ｒ
Ａ
Ｌ
Ｌ

ふ
く
し
ま

山
口
洋
太
議
員

３
月
４
日

一
般
質
問

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

質
問


